
論点３ 空き家の対策

１ 基本的な考え方
〇少子高齢化、人口減少、都市部への人口集中に伴い、空き家が増加している。空き家の中には、適切な管理が
行われていないものも多くあり、地域住民の生活環境に悪影響を及ぼしている。
○危険な空き家に対して対策を進めてきたが、まだ多くの危険な空き家が放置されており、引き続き取組を
進めていくことで地域住民の安全を確保する必要がある。
○空き家の利活用についてもＮＥＷ空き家バンクや空き家リバイバルなど継続的に取り組み、空き家対策に
とどまらず府中市の活気に寄与する取組とする。

２ 府中市の空き家状況 ■図６ 住宅数及び空き家率の推移
○府中市の空き家率は18.6％となっており、
これは全国（13.6％）や広島県（15.1％）の
空き家率と比較しても高くなっている。
また、空き家の増加率も高い。

※ 平成30年住宅・土地統計調査
３ 府中市の取組内容
①危険な空き家の対策
○府中市は、県内の他自治体と比較して、特定空家等対策は先進的に行っている。今年度は広島市に続いて、
県内で２番目となる行政代執行も１２月１３日に宣言し、実施している。

■表３ 広島県内の空き家対策状況
・勧告9、命令2と危険な空き家に対しての取り組みが進んでいる。



○老朽危険空き家解体促進事業補助金利用状況
・周囲に悪影響を及ぼす危険な空き家に対して、解体費用の１／３、上限３０万円を補助することで、
所有者自身による空き家の除却を促す。

■表４ 府中市老朽危険空き家解体促進事業補助金の件数
・年々申請数も増えてきており、危険な空き家の解体が進み、効果が出ている。

②空き家の有効活用
○従来の空き家バンクの利用が低調であったことから、令和2年度からＮＥＷ空き家バンクとして
リニューアルし、現在、登録数・成約数も増えている。

■表５ 空き家バンクの登録数・成約数
・空き家バンクの登録数及び成約数は年々増加傾向にある。

③地域活性化など空き家を活用した取り組み
・空き家リバイバルプロジェクト補助金
→令和３年度から実施。「地域の活性化」を目的とした空き家の活用方法について募集し、
審査で選ばれたものを対象とし、改修費の一部を補助する。

■図７ 空き家リバイバルプロジェクト事業 ■図８ 空き家のDIYツアー
・空き家の活用により、地域の活性化に繋げる。 ・楽しく空き家を活用する方法について検討。

※令和３年度採択事業：土生町「ケアカフェ凜」

４ 今後の方向性 【論点３】
○空き家の対策は引き続き行うが、除却費補助以外の有効な対策はあるか。
（例）家財整理、除却後の固定資産税の猶予特例適用など
○空き家問題の根本は、当事者意識が重要だが、どのような呼びかけが有効か。
（例）宅建協会や司法書士会など専門家と連携したセミナー、

福祉部局と協力した啓発としてエンディングノートの作成
○空き家バンクのさらなる活性化について
（例）市外だけでなく、市内の在住者を認めていることが定住施策として有効となるか。

空き家対策の協力不動産業者を増やしていく。
空き家バンクの進化として、空き地バンク、農地バンク、逆空き家バンクなど。
中間管理機構的なものが有効ではないか。

○空き家の活用を促進するためには、プレイヤーが必要である。どうすればプレイヤーの発掘・育成が進むか。

H29 H30 R1 R2 R3 R4

5 9 15 12 27 30(予定)

年度 H28（参考） H29 H30 H31/R1 R2 R3

登録数 0 8 2 3 2 13

成約数 0 1 1 1 2 10
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